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ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
庁
の
現
在
（
い
ま
）

―
―
暴
力
犯
罪
被
害
補
償
庁
及
び
犯
罪
被
害
者
支
援
地
方
事
務
所
を
中
心
と
し
て
―
―

齋　
　

藤　
　
　
　
　

実

１　

は
じ
め
に

　
「
犯
罪
被
害
者
庁
」
と
い
う
言
葉
は
、
必
ず
し
も
日
本
に
お
い
て
十
分
に
認
知
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
犯
罪
被
害
者
庁
の
存

在
は
、
北
欧
、
と
り
わ
け
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
方
々
の
支
援
に
携
わ
る
官
庁
と
し
て
、
広
く
認
知

さ
れ
て
い
る
。
現
在
北
欧
の
犯
罪
被
害
者
支
援
政
策
は
、
世
界
で
も
最
先
端
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
犯
罪

被
害
者
庁
の
存
在
が
大
き
い
。

　

二
〇
一
一
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
七
七
名
の
方
々
が
命
を
落
と
し
た
テ
ロ
に
際
し
て
も
、
犯
罪
被
害
者
庁
が
テ
ロ
直
後
か
ら
テ
ロ
被
害

者
の
支
援
を
行
い
、
そ
の
直
後
に
犯
罪
被
害
者
庁
の
職
員
数
も
増
員
す
る
な
ど
手
厚
い
対
応
を
し
て
い
る
。
同
庁
は
、
テ
ロ
か
ら
四
年

経
過
し
た
現
在
で
も
、
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
同
庁
は
、
テ
ロ
だ
け
で
は
な
く
不
幸
に
し
て
犯
罪
の
被
害
に

あ
っ
た
方
々
へ
の
支
援
を
一
元
的
か
つ
総
合
的
に
担
い
、
責
任
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
一
元
的
か
つ
総
合
的
に
犯
罪
被
害
者
支
援
を
行
う
官
庁
は
存
在
せ
ず
、
犯
罪
被
害
者
を
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扱
う
官
庁
は
幾
つ
に
も
ま
た
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
犯
罪
被
害
者
白
書
で
は
、
犯
罪
被
害
者
等
施
策
関
係
省
庁
と
し
て
、
内
閣
府
、

警
察
庁
、
金
融
庁
、
総
務
省
、
法
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
、
そ
し
て
海
上
保
安
庁
の
九
つ
の
官
庁
を
あ
げ

て
い
る
。
日
本
で
は
、
実
に
九
つ
の
官
庁
が
犯
罪
被
害
者
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
等
が
生
じ
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

国
内
を
見
渡
す
と
、
近
年
、
犯
罪
被
害
者
庁
を
日
本
で
も
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
る
。
特
筆

す
る
べ
き
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
犯
罪
被
害
者
支
援
委
員
会
の
活
動
で
あ
る
。
同
委
員
会
で
は
有
田
佳
秀
委
員
長
の
も
と
、
犯
罪
被

害
者
庁
を
日
本
で
も
設
立
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
問
題
意
識
を
持
ち
、
現
在
積
極
的
に
活
動
を
し
て
い
る
。

　

犯
罪
被
害
者
庁
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
論
文
も
出
て
き
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
今
ま
で
十
分
に
紹
介
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
犯
罪
被
害
者
庁
（
暴
力
犯
罪
補
償
庁
及
び
犯
罪
被
害
者
支
援
地
方
事
務
所
）
に
つ
い
て
紹
介
し
、
日

本
で
の
犯
罪
被
害
者
庁
導
入
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

２　

日
本
の
状
況
に
つ
い
て

（
１
）　

犯
罪
被
害
者
支
援
を
管
轄
す
る
官
庁

　

現
在
、
日
本
で
は
九
つ
の
官
庁
が
犯
罪
被
害
者
支
援
政
策
を
管
轄
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
担
当

部
局
で
示
す
と
、
更
に
細
か
く
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
府
犯
罪
被
害
者
等
施
策
推
進
室
、
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
共
生
社
会
政

策
担
当
）、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
、
警
察
庁
（
国
家
公
安
委
員
会
）
長
官
官
房
、
金
融
庁
監
督
局
保
険
課
、
同
庁
検
査
局
、
総
務

（
1
）

（
2
）
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省
大
臣
官
房
、
同
省
自
治
行
政
局
、
法
務
省
司
法
法
制
部
、
同
省
民
事
局
、
同
省
刑
事
局
、
同
省
矯
正
局
、
同
省
保
護
局
、
同
省
人
権

擁
護
局
、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
、
同
省
初
等
中
等
教
育
局
、
同
省
高
等
教
育
局
、
同
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
、
同
省
ス

ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
、
厚
生
労
働
省
政
策
統
括
局
（
社
会
保
障
担
当
）、
同
省
大
臣
官
房
地
方
課
、
同
省
医
政
局
、
同
省
健
康
局
、
同
省

労
働
基
準
局
、
同
省
職
業
安
定
局
、
同
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
、
同
省
社
会
・
援
護
局
、
同
省
障
害
保
健
福
祉
部
、
同
省
保
険
局
、

国
土
交
通
省
自
動
車
局
保
障
制
度
参
事
官
室
、
同
省
住
宅
局
住
宅
総
合
整
備
課
、
海
上
保
安
庁
、
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
犯
罪
被
害
者
支
援
に
携
わ
る
官
庁
は
、
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
。
多
く
の
官
庁
が
犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
心

を
持
つ
こ
と
自
体
は
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
様
々
な
官
庁
が
担
当
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
庁

や
担
当
部
局
と
の
連
携
が
十
分
に
は
取
れ
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
否
定
で
き

な
い
。
官
庁
間
の
狭
間
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
の
場
合
、
国
の
支
援
か
ら
漏
れ
落
ち
し
て
し
ま
う
可
能
性
す
ら
あ
る
。
ま
た
、
支
援
を
求

め
る
犯
罪
被
害
者
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
と
、
あ
ま
り
に
多
く
の
官
庁
が
対
応
す
る
た
め
に
、
ど
の
官
庁
に
支
援
を
求
め
れ
ば
よ
い

か
不
明
確
に
な
る
な
ど
の
問
題
も
生
じ
う
る
。

（
２
）　

内
閣
官
房
・
内
閣
府
見
直
し
法
案
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
官
庁
が
犯
罪
被
害
者
支
援
を
管
轄
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
内
閣
府
が
中
心
と
な
っ
て
犯
罪
被
害
者
支
援
政

策
を
進
め
て
き
た
。
例
え
ば
、
内
閣
府
は
、
二
〇
〇
四
年
の
基
本
法
制
定
以
降
、
二
〇
〇
五
年
及
び
二
〇
一
一
年
、
二
度
の
犯
罪
被
害

者
支
援
の
基
本
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
基
本
計
画
が
、
日
本
の
犯
罪
被
害
者
政
策
を
進
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
内
閣

府
は
、
現
在
、
第
三
次
の
犯
罪
被
害
者
基
本
計
画
が
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、「
犯
罪
被
害
者
白
書
」
も
内
閣
府
に
お
い
て
作
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
内
閣
府
の
存
在
は
、
現
在
の
日
本
の
犯
罪
被
害
者
支
援
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
中
心
的
な

（
3
）

3
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官
庁
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、「
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
提
出
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
九
月
四
日
参
議
院
を
通
過
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
犯
罪
被
害
者
等
施
策
は
、

内
閣
府
か
ら
国
家
公
安
委
員
会
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
な
お
、
施
行
期
日
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
。
も
っ
と
も
、「
犯
罪

被
害
者
等
施
策
推
進
会
議
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
内
閣
府
本
府
に
置
き
、
同
会
議
の
庶
務
は
、
国
家
公
安
委
員
会
に
お
い
て
処
理
す

る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。）。

　

本
法
律
は
、
国
家
公
安
委
員
会
に
、
従
来
の
犯
罪
被
害
者
支
援
の
役
割
に
加
え
、
内
閣
府
の
役
割
も
担
わ
せ
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

そ
の
意
味
で
、
結
果
的
に
、
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
集
約
化
を
進
め
る
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
担
当
官
庁
の
一
元
化
の
方
向
を
進
め
る

も
の
で
は
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
法
律
の
そ
も
そ
も
の
目
的
は
、
内
閣
官
房
・
内
閣
府
に
政
策
課
題
が
集
中
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る

た
め
、「
一
定
期
間
を
経
過
し
た
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
は
施
策
の
進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
」、

そ
の
一
環
と
し
て
事
務
を
各
省
等
に
移
管
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
法
律
は
、
あ
く
ま
で
も
、
内
閣
官
房
・
内
閣

府
の
ス
リ
ム
化
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
き
た
の
が
内
閣
府
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
家
公
安
委
員
会
に
そ
の
役
割
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
か
、
疑
問
の
声
は
大

き
い
。
ま
た
、
国
家
公
安
委
員
会
に
従
来
の
役
割
に
内
閣
府
の
役
割
も
加
わ
り
集
約
化
の
方
向
に
進
む
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
犯
罪

被
害
者
支
援
に
携
わ
る
官
庁
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

（
３
）　

地
方
公
共
団
体
の
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
責
務
は
、
犯
罪
被
害
者
基
本
法
五
条
に
、「
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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援
等
に
関
し
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施

す
る
責
務
を
有
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
次
基
本
計
画
で
は
、
施
策
主
管
課
及
び
総
合
的
窓
口
の
設
置
、
見
舞
金
制
度
等

の
導
入
促
進
、
中
長
期
的
な
居
住
場
所
の
確
保
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
活
用
等
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
地
方

公
共
団
体
の
犯
罪
被
害
者
支
援
体
制
は
と
ら
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
、
地
域
格
差
が
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い

　

第
二
次
基
本
計
画
の
進
捗
具
合
を
数
値
で
見
な
が
ら
、
具
体
的
な
地
域
格
差
を
見
て
い
き
た
い
。
犯
罪
被
害
者
等
施
策
主
管
課
の
確

定
状
況
（
カ
ッ
コ
内
は
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、
市
町
村
の
数
）
は
、
都
道
府
県
（
四
七
）
四
七
、
政
令
指
定
都
市
（
二
〇
）

二
〇
、
市
区
町
村
（
一
七
二
一
）
一
七
一
〇
と
な
っ
て
い
る
。
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
で
は
一
〇
〇
％
に
達
し
て
お
り
、
市
区

町
村
の
九
九
・
四
％
に
は
犯
罪
被
害
者
等
施
策
主
管
課
が
あ
る
。
次
に
、
総
合
対
応
窓
口
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
及
び

政
令
指
定
都
市
は
い
ず
れ
も
一
〇
〇
％
で
あ
る
も
の
の
、
市
区
町
村
の
設
置
数
は
一
五
四
九
と
九
〇
・
〇
％
と
な
り
、
一
〇
％
の
市
区

町
村
で
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、
都
道
府
県
別
に
見
る
と
福
岡
県
で
は
五
三
・
四
％
、
岐
阜
県
で
五
二
・
四
％
の
市
区
町
村
に
し

か
、
総
合
対
応
窓
口
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
総
合
対
応
窓
口
が
形
式
的
に
は
存
在
し
て
い
る
と
し
て
も
、
実

質
的
に
ど
こ
ま
で
機
能
し
て
い
る
か
は
、
地
域
に
よ
り
異
な
る
。

　

ま
た
、
条
例
制
定
、
計
画
・
指
針
策
定
等
の
状
況
を
見
る
と
、
都
道
府
県
四
三
（
九
一
・
五
％
）、
政
令
指
定
都
市
一
三
（
六
五
％
）、

市
区
町
村
で
は
四
二
七
（
二
四
・
八
％
）
に
と
ど
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
、
条
例
の
制
定
を
す
る
か
否
か
は
各
地
方
公
共
団
体
の
判
断
と
な

る
が
、
地
方
公
共
団
体
が
被
害
者
支
援
政
策
を
担
う
以
上
、
条
例
の
制
定
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
見
舞
金
制
度
を
導
入
促
進
し
て
い

る
地
方
公
共
団
体
は
、
都
道
府
県
二
（
四
・
三
％
）、
政
令
指
定
都
市
二
（
一
〇
％
）、
市
区
町
村
一
〇
二
（
五
・
九
％
）
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
公
営
住
宅
等
の
入
居
に
際
し
て
の
配
慮
を
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
は
、
都
道
府
県
四
一
（
八
七
・
二
％
）、
政

令
指
定
都
市
一
二
（
六
〇
％
）、
市
区
町
村
二
〇
五
（
一
一
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
二
〇
五
の
市
区
町
村
の
う
ち
、

5
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配
慮
の
内
容
を
具
体
的
に
み
る
と
、
抽
選
に
よ
ら
ず
入
居
六
〇
、
入
居
要
件
の
緩
和
四
八
、
抽
選
倍
率
の
優
遇
五
六
、
そ
の
他
七
五
と

な
っ
て
い
る
（
な
お
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
複
数
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。）。
最
後
に
、
第
二
次
基
本
計
画
で
は
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
活
用
に
つ
い
て
も
要
請
し
て
い
る
が
、
都
道
府
県
四
五
（
九
五
・
七
％
）、
政
令
指
定
都
市
九
（
四
五
％
）、

市
区
町
村
二
五
（
四
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
次
基
本
計
画
で
は
、
施
策
主
管
課
及
び
総
合
的
窓
口
の
設
置
、
見
舞
金
制
度
等
の
導
入
促
進
、
中
長
期
的
な
居
住
場
所
の
確
保
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
活
用
等
の
要
請
を
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
バ
ラ
つ
き
が
生
じ
、

地
域
格
差
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
あ
る
日
突
然
犯
罪
被
害
者
に
な
っ
た
場
合
に
、
犯
罪
被
害
者
が
支
援
さ
れ
る
か
否
か
は
、
ど
こ

に
住
ん
で
い
る
の
か
に
よ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
地
方
公
共
団
体
間
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

地
方
公
共
団
体
に
犯
罪
被
害
者
支
援
を
担
わ
せ
る
こ
と
も
一
定
の
意
味
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
格
差
を
な
く
す
た
め
に
は
、
次

の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
国
が
積
極
的
に
地
方
で
の
被
害
者
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

３　

北
欧
の
犯
罪
被
害
者
庁
に
つ
い
て

（
１
）　

は
じ
め
に

　

北
欧
、
そ
の
中
で
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
被
害
者
支
援
政
策
に
目
を
向
け
る
と
、
国
が
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
に
独

立
し
た
官
庁
を
作
り
、
一
元
的
か
つ
総
合
的
に
犯
罪
被
害
者
支
援
を
行
う
、
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
本
稿
で
は
、
両
国
の
犯
罪
被
害

者
庁
に
つ
い
て
一
通
り
の
説
明
を
加
え
る
が
、
特
に
、
二
〇
一
一
年
七
月
二
二
日
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
起
き
た
テ
ロ
被
害
者
支
援
に
も
あ

（
8
）
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た
っ
て
い
る
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
犯
罪
被
害
者
庁
（
そ
の
中
で
も
「
暴
力
犯
罪

補
償
庁
」）
を
中
心
に
し
て
述
べ
た
い
。

　

た
だ
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
犯
罪
被
害
者
庁
の
全
容
に
つ

い
て
簡
単
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

犯
罪
被
害
者
庁
と
い
う
官
庁
が
存
在
す
る
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
は
そ
の
よ
う

な
名
称
の
官
庁
自
体
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
い
う
犯

罪
被
害
者
庁
と
は
、「
暴
力
犯
罪
補
償
庁
」（
及
び
そ
の
傘
下
に
あ
る
「
犯
罪

被
害
者
支
援
地
方
事
務
所
」。
以
下
単
に
「
地
方
事
務
所
」
と
い
う
。）
と
「
市

民
庁
」
の
総
称
を
示
し
て
い
る
。
暴
力
犯
罪
補
償
庁
は
、
主
に
補
償
金
の
支

給
を
担
当
す
る
官
庁
で
あ
る
の
に
対
し
、
市
民
庁
は
、
仮
に
被
害
者
庁
が
補

償
金
の
支
給
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
不
服
審
査
を
す

る
官
庁
で
あ
る
。
さ
ら
に
暴
力
犯
罪
補
償
庁
は
、
そ
の
下
部
機
関
と
し
て
、

犯
罪
被
害
者
に
対
し
て
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
情
報
提
供
、
他
機
関
と
の
連

携
等
を
通
じ
て
犯
罪
被
害
者
支
援
を
す
る
地
方
事
務
所
を
ノ
ル
ウ
ェ
ー
全
土

一
四
カ
所
に
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
第
一
次
的

な
犯
罪
被
害
者
支
援
は
暴
力
犯
罪
補
償
庁
及
び
地
方
事
務
所
が
行
い
、
補
償

金
の
給
付
等
に
不
服
が
あ
っ
た
場
合
の
審
査
を
市
民
庁
が
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
既
に
市
民
庁
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
説
明
し
て
い
る
こ
と

ノルウェーの犯罪被害者庁

市民庁
（委員会）

暴力犯罪
補償庁

地方事務所
（14カ所）

不
服
申
立

管
轄

スウェーデンの犯罪被害者庁

委員会

犯罪
被害者庁

民間団体

不
服
申
立

協
力

犯罪被害者庁の組織図
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か
ら
、
市
民
庁
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
犯
罪
被
害
者
庁
の
説
明
は
簡
潔
に
と
ど
め
、
暴
力
犯
罪
補
償
庁
及
び
地
方
事
務
所
を
中
心
に
紹
介

す
る
。

（
２
）　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
つ
い
て
―
―
市
民
庁
を
中
心
に
し
て
―
―

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
犯
罪
被
害
者
庁
は
、
暴
力
犯
罪
補
償
庁
が
主
と
し
て
補
償
金
等
の
給
付
等
の
直
接
的
な
支
援
を
行
い
、
仮
に
そ
の
給

付
額
等
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
市
民
庁
に
不
服
申
立
を
す
る
、
と
い
う
二
重
の
構
造
を
取
る
、
と
い
う
こ
と
は
既
に
説
明
し
た
と
お

り
で
あ
る
。
暴
力
犯
罪
補
償
庁
及
び
地
方
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
、
詳
細
に
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
簡
潔
に

市
民
庁
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
。

　

市
民
庁
（Statens Sivilrettsforvaltning

：“
Ｓ
Ｒ
Ｆ
”
と
略
さ
れ
る
。）
は
、
二
〇
〇
四
年
に
、
独
立
し
た
官
庁
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。
後
に
述
べ
る
暴
力
犯
罪
補
償
庁
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
北
部
の
都
市
バ
ル
ド
ー
に
所
在
す
る
の
に
対
し
、
市
民
庁
は
オ
ス
ロ
市
内
に

あ
る
（
な
お
、
ハ
ー
マ
ル
に
も
一
〇
名
程
度
の
職
員
が
在
籍
す
る
支
所
が
あ
る
）。
従
来
、
法
務
省
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
警
察
機
能
も

法
務
省
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
法
務
警
察
省
」
と
す
る
の
が
正
確
で
あ
る
。）
が
犯
罪
被
害
者
支
援
を
担
っ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年

以
降
円
滑
な
行
政
の
実
現
の
た
め
国
家
機
関
の
組
織
の
変
更
の
要
請
と
、
ま
た
充
実
し
た
犯
罪
被
害
者
支
援
政
策
等
を
求
め
る
時
代
背

景
の
中
で
、
市
民
庁
は
、
法
務
省
の
下
部
機
関
で
は
あ
る
も
の
の
、
独
立
し
た
官
庁
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　

同
庁
は
、
長
官
を
ト
ッ
プ
と
し
て
、
総
務
局
、
補
償
局
、
法
律
扶
助
局
、
そ
し
て
後
見
局
の
四
つ
の
局
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
新
た
に
副
長
官
職
が
設
け
ら
れ
、
元
補
償
局
長
で
あ
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
ボ
ル
ノ
ー
（T

hom
as Laurendz Bornø

）
氏

が
初
代
副
長
官
に
就
任
し
て
い
る
。
市
民
庁
は
、
犯
罪
被
害
者
支
援
政
策
を
担
っ
て
い
る
が
、
加
え
て
国
民
の
人
権
保
障
の
た
め
の
法

律
扶
助
や
後
見
も
管
轄
し
て
い
る
。
職
員
数
は
六
五
名
か
ら
な
り
、
大
多
数
が
法
曹
資
格
を
有
し
て
い
る
。
現
在
、
局
長
以
上
の
役
職

（
9
）

（
10
）
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に
あ
る
者
で
総
務
局
長
以
外
は
全
て
法
曹
資
格
者
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
局
の
中
で
も
最
大
の
規
模
で
あ
る
の
が
補
償
局
で
あ
り
、
約

半
数
の
三
〇
名
程
度
の
職
員
が
所
属
す
る
。
現
在
、
市
民
庁
の
予
算
は
、
年
間
六
三
〇
〇
万
ク
ロ
ー
ネ
（
約
一
〇
億
七
一
〇
〇
万
円
）

で
あ
り
、
こ
れ
は
運
営
費
、
委
託
費
用
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い
る
（
犯
罪
被
害
者
に
支
給
さ
れ
る
補
償
金
な
ど
は
含
ま
れ
な
い
）。

　

補
償
局
は
、
自
ら
が
犯
罪
被
害
者
に
補
償
金
の
支
援
を
す
る
訳
で
は
な
く
、
暴
力
犯
罪
被
害
補
償
庁
が
行
っ
た
補
償
の
裁
定
に
つ
い

て
不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
不
服
審
査
を
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
る
。
暴
力
犯
罪
被
害
補
償
庁
が
暴
力
犯
罪
被
害
者
か
ら
の
申
請

を
受
け
て
補
償
金
支
給
の
裁
定
を
行
う
が
、
そ
の
裁
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
、
犯
罪
被
害
者
は
市
民
庁
の
中
の
補
償
局
に
申
立
て
を

す
る
。
暴
力
犯
罪
補
償
庁
で
裁
定
さ
れ
た
全
件
の
約
二
五
％
が
不
服
申
立
て
さ
れ
、
そ
の
内
の
約
二
五
％
で
暴
力
犯
罪
補
償
庁
の
判
断

が
覆
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
法
律
上
は
、
不
服
申
立
を
補
償
委
員
会
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
現
実
に
は
、
補

償
局
が
同
委
員
会
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
裁
定
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
補
償
局
が
裁
定
を
行
っ
て
い
る
の
は
全
体
の
約
七
〇
％
で
あ

り
、
補
償
局
が
実
質
的
な
判
断
を
担
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

（
３
）　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
は
、
既
に
十
分
な
先
行
研
究
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ

で
は
、
簡
潔
に
概
略
だ
け
を
説
明
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　

犯
罪
被
害
者
庁
（Brottsofferm

yndigheten

：
“BrO

M

” 

と
略
さ
れ
る
。）
は
、
一
九
九
四
年
法
務
省
か
ら
独
立
し
た
機
関
と
し

て
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
北
に
約
六
〇
〇
㎞
離
れ
た
ウ
メ
オ
に
設
立
さ
れ
た
。
約
一
〇
〇
人
近
い
職
員
を
擁
し
、
そ
の
多
く
が
法

曹
資
格
を
有
す
る
。
先
に
述
べ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
は
異
な
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
「
犯
罪
被
害
者
庁
」
と
い
う
官
庁
が
一
括
し
て
総
合

的
な
犯
罪
被
害
者
支
援
を
担
っ
て
い
る
。
各
地
方
の
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
国
が
管
轄
す
る
地
方
事
務
所

（
11
）
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が
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
民
間
の
犯
罪
被
害
者
支
援
団
体
が
犯
罪
被
害
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
犯
罪
被
害
者

庁
は
民
間
団
体
と
協
力
を
し
、地
方
ご
と
の
犯
罪
被
害
者
支
援
を
委
ね
る
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
団
体
に
対
し
て
経
済
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
主
に
市
民
庁
が
補
償
金
の
支
給
に
対
し
て
の
不
服
申
立
機
関
の
役
割
を
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
不
服
審
査
の
た
め
の
委
員
会
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
裁
判
官
、
大
学
教
授
、
行
政
官
な
ど
の
五

～
六
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
年
に
四
回
程
度
開
か
れ
る
。

　

犯
罪
被
害
者
庁
の
主
な
活
動
は
、
①
国
に
よ
る
犯
罪
被
害
の
補
償
、
②
犯
罪
被
害
者
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
伝
達
、
③
犯
罪
被
害

者
基
金
の
管
理
、
の
三
つ
の
役
割
を
総
合
的
に
果
た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
①
国
に
よ
る
犯
罪
被
害
の
補
償
は

暴
力
犯
罪
補
償
庁
で
、
②
犯
罪
被
害
者
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
伝
達
は
地
方
事
務
所
で
行
う
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
犯
罪
被
害
者
庁

は
こ
れ
ら
の
役
割
を
全
て
果
た
す
。
加
え
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
③
犯
罪
被
害
者
基
金
の
管
理
も
犯
罪
被
害
者
庁
が
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
、
一
判
決
に
つ
き
五
〇
〇
ク
ロ
ー
ナ
（
約
七
五
〇
〇
円
）
を
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
金
銭
が
犯
罪
被
害
者
基
金
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
犯
罪
被
害
者
基
金
は
、
直
接
犯
罪
被
害
者
に
給
付
は
さ
れ

ず
、
犯
罪
被
害
者
支
援
を
行
う
研
究
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
給
付
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
毎
年
、
日
本
円
に
換
算
し
て
約

四
億
五
〇
〇
〇
万
円
か
ら
五
億
二
五
〇
〇
万
円
が
犯
罪
被
害
者
基
金
と
し
て
給
付
さ
れ
て
い
る
。

10
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４　

暴
力
犯
罪
補
償
庁
に
つ
い
て

（
１
）　

は
じ
め
に

　

暴
力
犯
罪
補
償
庁
（K

ontoret For V
oldsoffererstatning

：
“KFV

” 

と
略
さ
れ
る
。）
は
、
補
償
金
の
給
付
等
に
関
す
る
裁
定

を
行
う
こ
と
を
主
な
任
務
と
す
る
。
加
え
て
、
同
庁
は
、
全
国
一
四
カ
所
に
地
方
事
務
所
（Radgivningskontorene For 

K
rim

inalitetsutsatte

：RK
K

と
略
さ
れ
る
）
を
下
部
機
関
と
し
て
持
ち
そ
の
地
方
事
務
所
で
具
体
的
な
犯
罪
被
害
者
支
援
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
、
暴
力
犯
罪
補
償
庁
と
地
方
事
務
所
を
中
心
に
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
犯
罪
被
害
者
支
援
政
策
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
、
と
言
っ
て
よ
い
。

（
２
）　

暴
力
犯
罪
補
償
庁

　

暴
力
犯
罪
補
償
庁
は
、
首
都
オ
ス
ロ
か
ら
北
に
約
一
五
〇
〇
㎞
離
れ
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
最
北
端
の
バ
ル
ド
ー
に
所
在
す
る
。
同
庁
は

二
〇
〇
三
年
に
設
立
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
一
四
年
九
月
現
在
で
、
職
員
数
は
五
三
名
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
七
月
二
二
日
の
テ
ロ
の
犯
罪

被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
、
従
来
の
二
二
名
の
職
員
か
ら
大
幅
に
増
員
さ
れ
た
。
職
員
の
多
く
が
法
曹
資
格
者
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に

述
べ
た
市
民
庁
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
職
員
の
増
員
に
伴
い
、
施
設
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

従
来
、
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
補
償
金
の
審
査
・
支
給
は
、
地
方
公
共
団
体
が
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
地
方
公
共
団
体
に
任
せ
る

が
ゆ
え
に
、
補
償
金
の
支
給
に
つ
い
て
の
地
域
格
差
が
生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
行
政
改
革
の
動
き
と
相
ま
っ
て
、
犯
罪
被
害
者
支
援

11
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の
地
域
格
差
を
な
く
し
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、
国
に
よ
り
暴
力
犯
罪
補
償
庁
が
設
立
さ
れ
た
。

　

暴
力
犯
罪
補
償
庁
の
組
織
は
、
補
償
局
、
地
方
事
務
所
局
及
び
総
務
局
の
三
つ
の
部
局
に
分
か
れ
る
。
補
償
局
は
、
暴
力
犯
罪
被
害

者
の
補
償
金
支
給
の
申
請
に
対
し
て
、
そ
の
申
請
の
可
否
や
補
償
金
額
に
つ
い
て
の
裁
定
を
す
る
。
ま
た
、
地
方
事
務
所
局
は
、
全
国

一
四
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
地
方
事
務
所
を
管
轄
し
て
い
る
。詳
細
に
つ
い
て
は
、（
３
）地
方
事
務
所
で
述
べ
、こ
こ
で
は
、ノ
ル
ウ
ェ
ー

に
お
け
る
補
償
金
の
支
給
に
つ
い
て
み
た
い
。

　

暴
力
犯
罪
補
償
庁
が
、
二
〇
一
三
年
に
六
一
四
六
件
の
補
償
金
の
支
給
を
決
定
し
て
お
り
、
総
額
で
約
五
億
三
〇
〇
〇
万
ク
ロ
ー
ナ

（
約
七
五
億
二
六
〇
〇
万
円
）
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
の
支
給
額
が
約
七
四
〇
〇
万
ク
ロ
ー
ナ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
支
給
額
が
約
七

倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
日
本
の
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
平
成
二
五
年
の
裁
定
金
額
は
、
約
一
二
億
三
三
〇
〇
万
円

で
あ
っ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
人
口
が
約
五
〇
〇
万
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
犯
罪
被
害
者
に
対
し
て
手
厚
い
支
援
を

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
補
償
金
の
支
給
に
関
す
る
決
定
に
対
し
て
、
一
三
四
八
件
の
不
服
申
し
立
て
が
、
市
民

庁
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。

　

補
償
金
は
、「
犯
罪
に
よ
っ
て
生
じ
た
個
人
的
損
害
を
国
家
が
補
償
す
る
法
律
」（
一
三
／
二
〇
〇
一
）を
根
拠
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。

暴
行
等
の
暴
力
犯
罪
に
よ
り
身
体
的
、
性
的
そ
し
て
精
神
的
に
被
害
を
被
っ
た
場
合
、
補
償
金
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

中
に
は
、
精
神
的
な
ト
ラ
ウ
マ
や
長
期
の
治
療
を
要
す
る
被
害
等
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
近
親
者
等
に
対
す
る
暴
力
犯
罪
を
目
撃
し
た

子
ど
も
も
、
補
償
金
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

補
償
金
の
申
請
に
際
し
て
は
、
犯
罪
が
起
こ
り
そ
れ
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
通
常
は
、
最
終
的
に

刑
事
判
断
が
加
え
ら
れ
た
後
に
、
補
償
金
は
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
例
え
ば
不
起
訴
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
補
償

金
は
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
暴
力
犯
罪
補
償
庁
は
、
刑
事
手
続
き
と
は
異
な
っ
た
独
自
の
判
断
基
準
で
補
償
金
を
支

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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給
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
独
自
の
判
断
が
可
能
で
あ
る
の
も
、
暴
力
犯
罪
補
償
庁
が
他
の
省
庁
と
は
独
立
し
た
官
庁

で
あ
り
、
法
曹
資
格
を
有
す
る
職
員
が
多
く
い
る
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

　

な
お
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
補
償
金
の
支
給
の
対
象
は
暴
力
犯
罪
に
の
み
限
ら
れ
、
財
産
犯
な
ど
は
含
ま
れ
な
い
点
で
あ
る
。
財

産
犯
な
ど
は
、
保
険
制
度
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
そ
れ
に
含
ま
れ
な
い
暴
力
犯
罪
に
つ
い
て
の
み
補
償
金
の
支
給

の
対
象
と
し
て
い
る
。

（
３
）　

地
方
事
務
所

　

地
方
事
務
所
は
、
暴
力
犯
罪
補
償
庁
の
傘
下
に
あ
り
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
に
対
し
て
公
的
な
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
国
の
機
関
で
あ
る
。
地
方
事
務
所
の
歴
史
は
、
一
九
九
六
年
に
遡
り
、
当
時
、
退
職
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
警
察
官
に
よ
る

犯
罪
被
害
者
支
援
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
の
犯
罪
被
害
者
支
援
組
織
が
で
き
た
が
、
そ
の
提
供
す
る
支
援
の
全

国
で
の
均
一
化
を
図
る
必
要
が
生
じ
た
。
ま
た
、
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
活
動

も
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
地
方
事
務
所
は
暴
力
犯
罪
補
償
庁
の
下
部
組
織
と
し
て
、
国
の
組
織
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

　

地
方
事
務
所
で
は
暴
力
犯
罪
の
み
な
ら
ず
全
て
の
犯
罪
被
害
の
支
援
を
対
象
と
し
て
お
り
、
暴
力
犯
罪
補
償
庁
が
暴
力
犯
罪
の
被
害

者
の
支
援
の
み
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
て
そ
の
活
動
範
囲
は
広
い
。
犯
罪
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
家
族
や
友
達
、
さ
ら

に
は
犯
罪
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
全
て
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
犯
罪
を
目
撃
し
た
者
も
支
援
の
対
象
に
含
ま
れ
る
。

　

具
体
的
な
活
動
の
内
容
と
し
て
は
、
①
支
援
、
助
言
及
び
指
導
の
提
供
、
②
犯
罪
被
害
者
補
償
金
申
請
等
の
補
助
、
③
犯
罪
被
害
者

被
害
が
有
す
る
権
利
に
関
す
る
情
報
提
供
、
③
裁
判
手
続
き
前
・
中
・
後
を
通
じ
て
の
証
人
支
援
で
あ
る
。

　

地
方
事
務
所
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
全
国
に
一
四
カ
所
あ
る
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
人
口
が
約
五
〇
〇
万
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
人
口

（
16
）

（
17
）
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三
七
万
人
あ
た
り
一
カ
所
の
地
方
事
務
所
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
東
京
都
で
換
算
す
る
と
三
六
カ
所
の
犯
罪
被
害
者
支
援
地

方
事
務
所
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
い
か
に
手
厚
い
被
害
者
支
援
政
策
を
行
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
。

　

一
四
カ
所
の
地
方
事
務
所
に
は
、
合
計
で
二
一
名
の
専
門
職
員
が
配
属
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
元
警
察
官
に
よ
り
発
足
し

た
経
緯
か
ら
、
現
在
で
も
、
元
警
察
官
が
多
い
（
八
名
）。
も
っ
と
も
、
近
年
は
元
警
察
官
以
外
も
増
え
て
お
り
、
訓
練
を
受
け
た
医

療
関
係
者
（
五
人
）、
訓
練
を
受
け
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
五
名
）、
そ
れ
以
外
（
例
え
ば
、
行
政
職
員
、
退
役
軍
人
な
ど
三
名
）

な
ど
、
犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
わ
る
経
験
を
持
つ
も
の
が
広
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

地
方
事
務
所
で
は
、様
々
な
形
で
犯
罪
被
害
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、基
本
と
な
る
の
は
、犯
罪
被
害
者
の
話
を
専
門
職
員
が
じ
っ

く
り
と
聞
く
こ
と
で
あ
る
。
地
方
事
務
所
で
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
長
い
時
間
を
か
け
て
、
犯
罪
被
害
者
か
ら
話
を
聞
き
、
そ
の
上
で
、

支
援
、
助
言
さ
ら
に
は
指
導
を
し
て
い
く
。
そ
の
際
に
は
、
犯
罪
被
害
者
が
持
つ
権
利
、
警
察
に
ど
の
よ
う
に
告
訴
・
告
発
す
る
か
、

刑
事
手
続
き
の
流
れ
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
。
ま
た
、
警
察
、
医
療
機
関
そ
の
他
そ
の
犯
罪
被
害
者
ご
と
に
適
し
た
機
関
へ

の
引
き
継
ぎ
も
行
う
。
さ
ら
に
、
暴
力
犯
罪
補
償
庁
へ
の
補
償
金
申
請
の
支
援
も
す
る
ほ
か
、
仮
に
そ
の
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る

場
合
の
市
民
庁
へ
の
申
立
て
に
つ
い
て
も
支
援
す
る
こ
と
が
あ
る
。
犯
罪
被
害
者
の
み
な
ら
ず
、
証
人
の
支
援
も
行
っ
て
お
り
、
地
方

裁
判
所
と
の
連
携
も
行
っ
て
い
る
。

　

オ
ス
ロ
地
方
事
務
所
を
例
に
と
る
と
、
二
〇
一
五
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
、
相
談
者
数
は
三
〇
七
人
で
あ
っ
た
。
性
別
は
、

男
性
六
五
％
、
女
性
三
五
％
で
あ
り
、
ま
た
外
国
人
は
三
二
％
で
あ
っ
た
。
罪
名
別
で
み
る
と
、
暴
力
犯
罪
四
五
％
、
性
犯
罪

二
四
％
、
家
族
間
暴
力
二
二
％
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
支
援
の
内
容
と
し
て
は
、
補
償
金
の
申
請
支
援
が
多
く
、
全
体
の

六
五
％
は
そ
れ
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
地
方
事
務
所
を
知
っ
た
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
警
察
を
通
じ
て
が
五
〇
％
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
一
六
％
、
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
八
％
、
裁
判
所
や
弁
護
士
七
％
で
あ
っ
た
。
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同
時
期
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
全
体
の
地
方
事
務
所
を
見
る
と
、
相
談
者
数
は
二
八
二
一
人
で
あ
り
、
男
性
五
二
％
女
性
四
八
％
で
あ
っ
た
。

外
国
人
の
割
合
は
六
・
五
％
と
オ
ス
ロ
地
方
事
務
所
と
比
べ
る
と
割
合
が
低
い
。
罪
名
別
で
み
る
と
、
暴
力
犯
罪
三
六
％
、
性
犯
罪

二
〇
％
、
家
族
間
暴
力
一
四
％
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
補
償
金
の
申
請
業
務
に
か
か
わ
っ
た
割
合
は
四
八
％
で
あ
っ
た
。
地
方
事

務
所
を
知
っ
た
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
警
察
が
三
九
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
一
％
、
医
療
関
係
七
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
二
〇
一
三

年
で
は
、
一
年
を
通
じ
て
地
方
事
務
所
全
体
で
年
間
七
八
五
六
件
の
相
談
を
受
け
た
。

　

地
方
事
務
所
は
、
人
口
数
に
比
べ
、
そ
の
数
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
オ
ス
ロ
の
犯
罪
被
害
者
支
援

地
方
事
務
所
の
例
を
と
っ
て
も
、
決
し
て
多
過
ぎ
る
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
日
本
と
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
の
、
日
本
の
人
口
比
で
引
き
直
す
と
、
日
本
で
は
三
五
〇
カ
所
近
い
国
が
行
う
地
方
事
務
所
が
必
要
と

な
る
。

５　

お
わ
り
に

　

二
〇
〇
四
年
一
二
月
犯
罪
被
害
者
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
日
本
は
犯
罪
被
害
者
支
援
政
策
を
推
し
進
め
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年

一
二
月
に
は
第
一
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
は
第
二
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
間

も
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
犯
罪
被
害
者
参
加
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
国
の
レ
ベ
ル
で
考
え
る
と
、
官
庁
間
の
縦
割
り
行
政
の
弊
害
は
根
本
的
に
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
国
の
犯
罪
被
害
者
支
援
を
推
進
し
て
い
た
内
閣
府
の
業
務
の
多
く
が
国
家
公
安
委
員
会
に
移
管
さ
れ
る
。
今
後
、
国
家
公
安

委
員
会
が
、
今
ま
で
内
閣
府
が
有
し
て
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
き
ち
ん
と
継
承
し
、
犯
罪
被
害
者
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
未
知
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数
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
レ
ベ
ル
で
考
え
て
も
、
犯
罪
被
害
者
支
援
に
は
依
然
と
し
て
地
方
間
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
弊
害
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
国
が
先
頭
を
切
っ
て
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
犯
罪
被
害
者
支
援
を
日
本
が
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
示
す
た
め
、
犯
罪
被
害
者
に
関
わ
る
施
策

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
つ
の
官
庁
が
担
当
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
官
庁
が
被
害
者
支
援
政
策
に
関
し
て
一
元

的
に
責
任
を
取
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
被
害
者
支
援
政
策
の
責
任
の
所
在
も
明
ら
か
に
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
も
、
犯
罪
被
害
者
支
援
を
担
う
た
め
の
専
門
的
官
庁
を
設
立
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
官
庁
は
縦
割
り
行
政
の
弊
害
に
陥
り
、
ま
た
地
方
自
治
体
間
の
地
域
格
差
も
生
じ
て
い
る
。
か
つ
て
暴
力
犯
罪

補
償
庁
が
各
地
方
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
被
害
者
支
援
を
、
地
域
格
差
の
解
消
や
効
率
化
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
思
い
を

馳
せ
れ
ば
、
日
本
で
も
犯
罪
被
害
者
庁
を
導
入
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
で
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
回
避
で
き
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
で
は
、
今
ま
さ
に
、
犯
罪
被
害
者
庁
導
入
を
考
え
る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。

（
１
）　

内
閣
府
『
平
成
二
六
年
度
版　

犯
罪
被
害
者
白
書
』（
二
〇
一
四
年
）
一
九
四
・
一
九
五
頁
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限

り
犯
罪
被
害
者
遺
族
等
も
含
め
た
広
い
意
味
で
、「
犯
罪
被
害
者
」
と
示
し
た
。
法
律
等
の
名
称
で
犯
罪
被
害
者
遺
族
を
含
め
た
場
合
に
「
犯
罪

被
害
者
等
」
と
す
る
場
合
に
は
そ
の
表
記
に
従
っ
た
。

（
２
）　

日
本
弁
護
士
連
合
会
犯
罪
被
害
者
支
援
委
員
会
で
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
五
日
～
一
九
日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
犯
罪
被
害

者
庁
へ
の
視
察
団
を
派
遣
し
て
い
る
（
合
間
利
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
」

自
由
と
正
義　

V
ol. 65 N

o. 12

（
二
〇
一
四
年
）
七
六
・
七
七
頁
。
こ
の
視
察
の
内
容
は
、
報
告
書
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
被
害

者
支
援
制
度
に
関
す
る
調
査
報
告
書
～
犯
罪
被
害
者
庁
（
被
害
者
支
援
に
特
化
し
た
国
家
機
関
）
を
中
心
に
～
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
同
報

告
書
で
は
犯
罪
被
害
者
庁
は
も
ち
ろ
ん
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
主
な
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
も
詳
細
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、近
年
、犯
罪
被
害
者
庁
に
関
わ
る
講
演
会
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。二
〇
一
三
年
九
月
五
日
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
か
ら
市
民
庁
ア
ン
ネ
・
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パ
ウ
リ
ー
ネ
・
イ
ェ
ン
セ
ン（A

nne Pauline Jensen

）
及
び
ト
マ
ス
・
ラ
ウ
レ
ン
ツ
・
ボ
ル
ヌ
ー
（T

hom
as Laurendz Bornø

）
補
償
局
長

が
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
会
（
主
催
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館
主
催
、
共
催
・
日
本
弁
護
士

連
合
会
）
を
行
っ
て
い
る
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館H

P　

http://w
w

w
.norw

ay.or.jp/norw
ayandjapan/policy_soc/policy/T

he-
N

orw
egian-citizen-A

gency-visit-to-Japan---crim
e-victim

-assistance-in-N
orw

ay/#.V
gxLpbuheM

8

）。

　
　
　

さ
ら
に
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
に
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
か
ら
暴
力
犯
罪
補
償
庁
リ
タ
・

バ
ッ
ケ
ン（Rita Bakken

）
犯
罪
被
害
者
支
援
地
方
事
務
所
局
局
長
及
び
イ
ー
バ
ル
・
ア
ン
ド
レ
・
ホ
ル
ム
（Ivar A

ndré H
olm

）
広
報
官
ら

を
招
聘
し
、「
日
本
に
犯
罪
被
害
者
庁
を
つ
く
る
な
ら
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
・
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
後
援
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国

大
使
館
等
）
を
開
催
し
て
い
る
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
一
日
付
け
読
売
新
聞
（
和
歌
山
版
・
朝
刊
）
三
一
頁
）。

（
３
）　

ス
ポ
ー
ツ
・
青
年
局
は
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
日
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
設
立
に
伴
い
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

参
議
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/vote/189/189-0904-v002.htm

　

二
〇
一
五
年
一
〇
月

四
日
ア
ク
セ
ス
。

（
５
）　

平
成
二
七
年
度
「
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
犯
罪
被
害
者
等
施
策
主
管
課
室
長
会
議
」（
二
〇
一
五
年
五
月
二
二
日
）
資
料
一
「
内
閣
官
房

及
び
内
閣
府
の
業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
平
成
二
七
年
一
月
二
七
日
閣
議
決
定
）」　http://w

w
w

8.cao.go.jp/hanzai/local/pdf/
w

ork2015/s3.pdf

。

（
６
）　

平
成
二
七
年
度
「
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
犯
罪
被
害
者
等
施
策
主
管
課
室
長
会
議
」（
二
〇
一
五
年
五
月
二
二
日
）
資
料
二
「
内
閣
官
房
・

内
閣
府
見
直
し
法
案
の
概
要
」　http://w

w
w

8.cao.go.jp/hanzai/local/pdf/w
ork2015/s3.pdf

。

（
７
）　

デ
ー
タ
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
七
年
度
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市　

犯
罪
被
害
者
等
施
策
主
管
課
室
長
会
議
で
行
わ
れ
た
及
川
京
子
参
事

官
（
内
閣
府
犯
罪
被
害
者
等
施
策
推
進
室
）
配
布
資
料
に
よ
る
。
な
お
、
デ
ー
タ
は
い
ず
れ
も
平
成
二
七
年
四
月
一
日
現
在
の
も
の
で
あ
る
。

http://w
w

w
8.cao.go.jp/hanzai/local/w

ork2015.htm
l

。

（
８
）　

北
欧
の
犯
罪
被
害
者
庁
の
よ
り
詳
細
な
説
明
と
し
て
は
前
掲
３
）。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
犯
罪
被
害
者
庁
に
つ
い
て
は
、
後
掲
10
）。

（
９
）　

齋
藤
実
「
北
欧
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
庁
に
つ
い
て
―
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
市
民
庁
・
犯
罪
被
害
者
支
援
政
策
を
中
心
と
し
て
」
自
由
と
正
義

（
二
〇
一
三
年
）Vol. 64 N

o. 12　

二
九
～
三
三
頁
。

（
10
）　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
全
人
口
は
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
現
在
で
五
一
六
万
五
八
〇
二
人
で
あ
る
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
中
央
統
計
局H

P　

http://w
w

w
.
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ssb.no/en/befolkning/artikler-og-publikasjoner/_attachm
ent/225818?_ts=14d005cc3c8　

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
ア
ク
セ
ス
）。

　
　
　

そ
の
た
め
、
日
本
と
の
人
口
比
を
考
え
る
場
合
に
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
一
日
現
在
で
概
算
値
と
し
て
一
億
二
六
八
五
万
人
で
あ
る
こ
と
か
ら

（
総
務
省
統
計
局H

P　

http://w
w

w
.stat.go.jp/data/jinsui/new

.htm

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
ア
ク
セ
ス
）、
約
二
五
倍
し
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
11
）　

矢
野
恵
美
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
国
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
対
策
と
『
女
性
に
対
す
る
暴
力
』
へ
の
対
策
」
犯
罪
被
害
者
学
研
究
二
二
号

（
二
〇
一
二
年
）
六
七
～
八
二
頁
。

（
12
）　

一
ク
ロ
ー
ナ
は
一
四
・
二
一
四
三
二
九
円
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
五
日
現
在
）。

（
13
）　

前
掲
１
）
四
三
頁
。

（
14
）　

二
〇
一
四
年
の
時
点
で
五
一
六
万
五
八
〇
二
人
で
あ
っ
た
。http://w

w
w

.ssb.no/en/befolkning/artikler-og-publikasjoner/_
attachm

ent/225814?_ts=14d005aeb20

。

（
15
）　

こ
の
法
律
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
〇
九
年
、
そ
し
て
二
〇
一
一
年
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

暴
力
犯
罪
補
償
庁
に
関
し
て
出
る
数
字
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
三
日
時
点
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
オ
ス
ロ
犯

罪
被
害
者
支
援
事
務
所
の
ダ
ッ
グ
・
ハ
ル
ガ
ー
ド
（D

ag H
algard

）
氏
か
ら
提
供
を
受
け
た
資
料
に
基
づ
く
。
同
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
、

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
17
）　

ベ
ル
ゲ
ン
（Bergen

）、
ボ
ー
ド
ー
（Bodø
）、
ド
ラ
ン
メ
ン
（D

ram
m

en

）、
フ
レ
ド
リ
ク
ス
タ
（Fredrikstad

）、
ハ
ー
マ
ル
（H

am
ar

）、

ハ
ウ
ゲ
ス
ン
（H

augesund

）、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
サ
ン
（K

ristiansand

）、
オ
ス
ロ
（O

slo

）、
ス
タ
バ
ン
ゲ
ル
（Stavanger

）、
ス
テ
イ
ン
ヘ
ー

ル
（Steinkjer

）、
ト
ル
ム
ソ
（T

rom
sø

）、
ト
ロ
ン
ハ
イ
ム
（T

rondheim

）、
ト
ン
ス
ベ
ル
グ
（T

ønsberg

）、
ヴ
ァ
ル
ド
ー
（V

ardø

）
の

一
四
カ
所
で
あ
る
（http://w

w
w

.voldsoffererstatning.no/stavanger.313975.no.htm
l

）。
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